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「藤岡家住宅」令和６年７月～9月の展示 
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中⼭道は江⼾時代に整備された五街道の⼀つで「⽊曾街道」とも呼ばれました。江⼾の⽇本橋と京都の三条⼤橋
を内陸経由で結ぶ 135 ⾥ 34 町（約 526.3 ㎞）の道で、東海道よりも 40 ㎞ほど⻑く、宿場も 16 宿多く置かれて
いました。宿場数が多かったのは、険しい⼭道が多く、冬には降雪して通⾏が難しい場所もあって、１⽇の歩⾏
距離に限界があったためです。それにもかかわらず往来が盛んであった理由として①「東海道には船の使⽤が
許されず川越⼈⾜が置かれ、⼤井川や安倍川では時に⻑期の川⽌めがあったこと」。②「⼊鉄砲出⼥」

いりてっぽうでおんな｣
（江⼾に

持ち込まれる鉄砲を制限し、江⼾屋敷の⼤名の妻⼥が江⼾から出るのを防ぐため、婦⼥⼦が江⼾から出ること
を厳しく取り締まった江⼾幕府の政策）。③「中⼭道の旅籠の宿代が、東海道よりも安かったこと」が挙げられ
ます。『孝明天皇紀』には皇⼥和宮さまが江⼾に出⽴するまでの詳細な記録があります。 
蔓延元年（1860）２⽉ 23 ⽇「和宮、参議橋本実麗

はしもとさねあきら
第 
やしき

（和宮実家）より桂 御 所
かつらのごしょ

に移り給ふ」 
⽂久元年（1861）3 ⽉ 2 ⽇「幕府東国諸川満⽔の故を以て和宮東下の延期を請ふ」 
和宮さまの御⼀⾏は当初東海道を通って江⼾に⾏く予定でしたが、東国の河川の満⽔の報告を得て、３⽉ 26 ⽇
に中⼭道を通る計画となりました。 
同年 10 ⽉ 20 ⽇「親⼦

ち か こ
内親王京師

け い し
を発す 今 明

こんみょう
⼆夜⼤津駅

おおつのえき
に駐
とま

り中⼭道
なかせんどう

より東下
と う か

 尋
つい

で江⼾城に⼊る」 
藤岡家所蔵『⽊曾街道六⼗九次』（歴史新報社 昭和初期 発⾏年不明）は、江⼾時代に刊⾏された『⽊曽街道
六⼗九次』（全 70図 天保６年（1835）発⾏）を復刻したもので、渓斎英泉

けいさいえいせん
と歌川（安藤）広重

う た が わ ( あ ん ど う
の合作（合計

71枚の内訳は広重作 47 図、英泉作 24図）です。この絵図を中⼼に、和宮さまが御所を出⽴され、中⼭道を通
り、清⽔⾨から江⼾城清⽔殿に⼊られた経路をたどり、和宮さまが⽬にした⾵景を追います。 
 

「藤岡家住宅」令和６年７月～９月の展示 
『木曾街道六十九次 ～和宮さま御一行の通った中山道～ 』 

令和６年７月２日（火）～９月 23 日（月・祝） 
 

 

 

 

 
『⽊曽街道六⼗三次』より「⽬次」 
「⾚坂宿」広重画（表紙）「新町」広重画 
（裏表紙）「鵜沼」英泉画 


